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知識 技能 思考力 判断力 表現力
都道府県内にお
ける市の位置
都道府県内にお
ける市の地図上
の位置を知る。
地図帳の目次構
成と索引の使い
方など，基本的
な使い方を知る。
（空間認識）
地図帳で調べ，
都道府県内にお
ける市の位置を
確認し，白地図
上に表す。
市の地形や土地
利用
市の地形（主な
山，川，平野等）
の地図上の位置
と名称を知る。
農地工業地
商業地等の地図
上の位置を知る。
地図における地
形の表現方法，
地図の約束事
（方位縮尺等）
を理解する。
フィールドワ
ーク（地域探検）
の仕方，とくに
地域を観察する
にあたっての留
意点（メモの取
り方写真の撮
り方等を含む）
を知る。
グループディ
スカッションに
ついて， 3～4
人の小集団での
話し合いの仕方
を理解する。こ
こでは，いろい
ろな考え方があ
ることを知り，
それらに優劣を
つけるのではな
く，それぞれの
考え方を尊重す
べきことを学ぶ。
（空間認識）
地図帳で市の主
な地形及び農地
工業地商業地
等の地図上の位
置を確認して，
白地図上に表す
とともに，地域
探検で得た知見
を白地図上に表
す。
（分類）
どの地域がどの
ような用途に使
われているかを
分類して，白地
図上に示す。
（比較）
土地利用の仕方
の異なるふたつ
の地域を取り上
げて，地形の共
通点と相違点を
調べ，ベン図に
表す。
どの地域がどの
ような用途で用
いられているの
かを作成した白
地図で確認しな
がら，どうして
地域による違い
が生れるのか，
その理由を考え，
概念図を作成し，
文章化する。そ
れをもとに，グ
ループディス
カッション等で
考えを深める。
グループごとに
話し合ったこと
を発表する。発
表の要点を，模
造紙等に白地図
を拡大して提示
する （ICT活
用も可）。
交通の広がり 鉄道道路等の
交通網の地図上
の位置と名称を
知る。
地図における交
通網の表現方法
を理解する。
フィールドワ
ーク（地域探検）
の仕方，とくに
地域を観察する
にあたっての留
意点（メモの取
り方写真の撮
り方等を含む）
を理解する。
（空間認識）
地図で調べ，鉄
道道路等の交
通網の地図上の
位置と名称を確
認し，白地図上
に表すとともに，
地域探検で得た
知見を白地図上
に表す。
（関連付け）
交通網の位置と
地形や土地利用
とを関連付けて
白地図上に表す。
どの地域でどの
ような交通網が
発達しているか，
作成した白地図
で確認しながら，
地形や土地利用
との関係を図示
し，文章化する。
それをもとに，
グループディ
スカッション等
で考えを深める。
グループごとに
話し合ったこと
を発表する。発
表の要点を，模
造紙等に白地図
を拡大して提示
する （ICT活
用も可）。
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市役所など主な
公共施設の場所
と働き
市役所など主な
公共施設の地図
上の位置と名称
を知る。
主な地図記号を
理解する。
インタビューの
基本的な方法
（インタビュー
の依頼の仕方，
質問の構成，メ
モの取り方等を
含む）を公共施
設の方へのイン
タビューを通し
て理解する。
グループディ
スカッションに
ついて， 3～4
人の小集団での
話し合いの仕方
を理解する。そ
れぞれの考え方
のよいところを
取り入れて，グ
ループとしての
考えをまとめる
方法を学ぶ。
（空間認識）
地図で調べ，市
役所など主な公
共施設の位置と
名を確認し，白
地図上に表す。
（関連付け）
インタビューの
結果をもとに，
どの公共施設が
どのような機能
を果たしており，
自分たちの生活
とどのように関
わっているのか
を関連付けて理
解し，白地図そ
の他に図解して
表す。
どの公共施設が
どのような機能
を果たしており，
自分たちの生活
とどのように関
わっているのか
について，公共
施設の位置と重
ね合わせて考え
たことを図示し，
文章化する。そ
れをもとに，グ
ループディス
カッション等で
考えを深める。
グループごとに
考えたことを発
表する。発表の
要点を，模造紙
等に白地図を拡
大して提示する。
写真等の資料も
加えて分かりや
すく表現する
（ICT活用も可）。
古くから残る建
造物の分布
古くから残る建
造物の地図上の
位置と名称を知
る。
西暦での時代の
表し方やおおま
かな時代区分を
知る。
フィールドワ
ークやインタビ
ューによって自
分の疑問を解決
することができ
る。
（空間認識）
地図で調べ，古
くから残る建造
物の地図上の位
置と名称を確認
し，白地図上に
表す。
（時系列認識）
古くからある建
造物がいつ建て
られたものかを
調べ，タイムラ
イン（年表）を
作成する。
（分類）
どのような時代
のどのような建
造物が残されて
いるのかを分類
して図に示す。
（関連付け）
古くから残る建
造物とその土地
の歴史を関連付
けるとともに，
その建造物が現
在の生活とどの
ように関わりを
持っているかに
ついてもフィー
ルドワーク等
を通じて理解す
る。
なぜ，古い建造
物が残されてい
るのか，その理
由を考えるとと
ともに，その建
造物が現在どの
ように利用され
ており，現在の
生活とどのよう
に関わっている
のかについて考
えたことを図示
し，文章化する。
さらに，グルー
プディスカッ
ション等で考え
を深める。
グループごとに
考えたことを発
表する。発表の
要点を，模造紙
等に白地図を拡
大して提示する。
写真や歴史資料
等の資料も加え
て分かりやすく
表現する（ICT
活用も可）。
まとめと今後の課題
本論文では，まず，高等教育におけるアクティブラーニングの概念に関する考察によって，我が
国における「アクティブラーニング」の概念がアメリカのBonwel& Eisonのそれと伝統的な講
義に対する捉え方において異なっていることを示した。そのうえで，我が国の初等中等教育にアクテ
ィブラーニングの考え方が導入されるに際して，答申において提唱された「主体的対話的で深い
学び」の概念を明らかにすることを試みた。そのなかで，「アクティブラーニング」が内的活動と
しての能動性を重視する視点として捉えられ，その考え方が資質能力の成長を重視するコンピテン
シーベースの授業構成を要求していることが明らかとなった。それらを前提に新要領について考察
し，今後の小学校社会科において，個々の教員が，どのような観点から指導計画を立案していくべき
かを，具体的に提言した。そこで重要なことは，答申及び新要領においては，学習内容を系統的に取
り扱いながら，そのなかで問題解決過程を資質能力形成の手段として用いる授業が求められている
ということである。そのためには，学習内容の系統とあわせて，資質能力の系統，すなわち，知識
だけでなく，学習技能，思考力，判断力，表現力の発達段階に応じた系統を明らかにしたうえで，こ
れらの資質能力を育てるような指導計画を作成することが，カリキュラムマネジメントとして求
められている。とくに，小学校社会科では，これまで問題解決学習と系統学習を対置して論じること
が多かったが，今後はそれらを止揚して，系統学習のもとでの資質能力形成の手段としての問題解
決学習の在り方を明らかにしていかなければならない。その具体的な在り方について明らかにするこ
とが今後の課題である。
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